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第８期 

運 用 報 告 書 (全 体 版 ) 

 

次世代モビリティオープン 
（為替ヘッジなし） 

 

【2026年３月10日決算】 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

皆様の「次世代モビリティオープン（為替ヘッジな

し）」は、2026年３月10日に第８期決算を迎えました

ので、期中の運用状況ならびに決算のご報告を申し上

げます。 

今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2018年３月27日から2045年３月10日までです。 

運 用 方 針 

次世代モビリティマザーファンド（以下、

「マザーファンド」といいます。）を通じて、

主として日本を含む世界の取引所上場株式

（上場予定、ＤＲ（預託証券）を含みます。）

のなかから、次世代モビリティに関連する

企業※の株式に投資を行い、投資信託財産の

成長を目指して運用を行います。 

※次世代モビリティに関連する企業とは、

人・モノの移動に関連する幅広い分野で

新規性・成長性の高い事業に取り組み、事

業の実現性や収益成長が見込まれる企業

とします。 

実質組入外貨建資産については、原則とし

て為替ヘッジを行いません。 

主 要 投 資 

対 象 

当ファンド 
マザーファンドの受益証券

を主要投資対象とします。 

次世代モビリティ 

マザーファンド 

日本を含む世界の取引所上

場株式（上場予定、ＤＲ（預

託証券）を含みます。）を主要

投資対象とします。 

主な投資制限 

当ファンド 

マザーファンドの受益証券

への投資割合には制限を設

けません。 

次世代モビリティ 

マザーファンド 

株式（新株引受権証券および

新株予約権証券を含みま

す。）への投資割合には制限

を設けません。 

外貨建資産への投資割合に

は制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎年３月10日（休業日の場合は翌営業日）に

決算を行い、原則として、以下の方針に基づ

き、収益分配を行います。 

分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経

費控除後の配当等収益と売買益（評価益を

含みます。）等の全額とします。繰越分を含

めた配当等収益には、マザーファンドの配

当等収益のうち投資信託財産に帰属すべき

配当等収益を含むものとします。分配金額

は、委託会社が分配可能額、基準価額水準等

を勘案して決定します。ただし、必ず収益分

配を行うものではありません。 
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次世代モビリティオープン（為替ヘッジなし） 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

MSCI オール・カントリー・ 
ワールド・インデックス 
（配当込み）〔円換算後〕 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ ％ 百万円 
４期(2022年３月10日) 15,862 0 1.3 170,240.8467 10.5 92.8 － － 15,922 
５期(2023年３月10日) 16,823 0 6.1 189,687.4346 11.4 94.7 － － 13,113 
６期(2024年３月11日) 22,021 0 30.9 258,529.7588 36.3 92.7 － － 14,146 
７期(2025年３月10日) 21,275 0 △ 3.4 292,240.5389 13.0 94.9 － 0.6 10,738 
８期(2026年３月10日) 26,566 0 24.9 379,799.0134 30.0 92.5 － 2.0 10,693  

（注） 基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込み。 

（注） MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み）〔円換算後〕は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではあり

ません。 

MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み）〔円換算後〕は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電

信売買相場の当日（東京）の仲値）を乗じて当社が算出しております。（以下同じ。） 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、株式組入比率、株式先物比率および投資信託証券組入比率は実質比率を記載してお

ります。 

（注） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 
 

MSCI指数はMSCI Inc.が算出している指数です。同指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。また
MSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 

 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

MSCI オール・カントリー・ 
ワールド・インデックス 
（配当込み）〔円換算後〕 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

 騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ ％ 

2025年３月10日 21,275 － 292,240.5389 － 94.9 － 0.6 

３月末 20,187 △ 5.1 289,341.5347 △ 1.0 94.0 － 1.9 

４月末 19,506 △ 8.3 276,916.9901 △ 5.2 93.1 － 2.3 

５月末 21,648 1.8 296,754.6065 1.5 92.6 － 2.1 

６月末 23,115 8.6 310,898.0918 6.4 94.1 － 2.0 

７月末 24,822 16.7 327,934.2055 12.2 93.5 － 1.9 

８月末 25,171 18.3 330,608.3461 13.1 93.7 － 1.9 

９月末 26,033 22.4 344,059.8934 17.7 93.6 － 1.8 

10月末 27,334 28.5 365,357.2310 25.0 92.3 － 1.7 

11月末 26,929 26.6 370,171.1972 26.7 90.9 － 1.8 

12月末 27,722 30.3 377,851.9238 29.3 92.1 － 1.7 

2026年１月末 27,642 29.9 381,832.9609 30.7 92.8 － 1.8 

２月末 28,041 31.8 390,955.0242 33.8 93.1 － 1.8 

(期  末)        

2026年３月10日 26,566 24.9 379,799.0134 30.0 92.5 － 2.0 
 

（注） 騰落率は期首比。   
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次世代モビリティオープン（為替ヘッジなし） 

  

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 参考指数は、MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み）〔円換算後〕です。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2025年３月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドの主要投資対象である「次世代モビリティマザーファンド」における主なプラス要因およびマイナス

要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・ＡＩ投資需要の増大で業績成長が続くことが見込まれる半導体関連株や、トランプ米政権の関税政策によるコス

ト増加を過度に懸念した反動などから自動車・自動車部品株の上昇などがプラスに寄与しました。 

・個別銘柄では、エヌビディアやテスラ、アルファベットなどの上昇がプラスに寄与しました。 

 

（主なマイナス要因） 

・生成ＡＩの進化により、従来のソフトウェア産業のビジネスモデルが代替されるとの警戒から、ソフトウェア・

サービス株の下落などがマイナスに影響しました。 

・個別銘柄では、シノプシスやモービルアイ・グローバルなどの下落がマイナスに影響しました。   
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次世代モビリティオープン（為替ヘッジなし） 

  
世界の株式市場は、2025年４月にかけて米国のインフレ高止まりやトランプ米政権の追加関税発表への警戒から

下落しましたが、その後は企業業績の底堅さや米利下げ観測を背景に上昇基調へ転じました。９月以降もＡＩ関連

需要や米利下げ実施、半導体大手の好決算が相場を牽引し、テクノロジー株を中心に堅調に推移しました。しかし

2026年に入ると、生成ＡＩの新技術公表を背景に「ＳａａＳがＡＩに代替される」との懸念が強まり、ソフトウェ

ア・サービス企業が軒並み下落しました。これに加え、地政学リスクの高まりや一部プライベート・ファンドの解約

停止などによる不透明感から、弱含みの展開となりました。 

為替市場では、米利下げ観測の後ずれから米ドル高・円安の動きとなる中、2025年４月に入り、トランプ米政権の

関税政策を巡るリスク回避で一時的に急速な米ドル安・円高となりました。その後、米経済指標の堅調さや日銀の利

上げ後ずれ観測、日本の財政拡張懸念などを背景に、再び米ドル高・円安基調が強まりました。12月には日米の金融

政策決定や介入警戒感から乱高下する場面も見られましたが、2026年に入り、当局によるレートチェック報道を受

けて、一時的に急速に米ドル安・円高となりました。その後、日銀の追加利上げ期待の後退や中東情勢の緊迫化を背

景に、再び米ドル高・円安が進みました。 

 

  
＜次世代モビリティオープン（為替ヘッジなし）＞ 

「次世代モビリティマザーファンド」の受益証券の組入比率は、概ね高位を維持しました。実質組入外貨建資産に

ついては、運用の基本方針に則り、為替ヘッジは行いませんでした。 

 

○次世代モビリティマザーファンド 

運用状況につきましては、半導体・半導体製造装置株や自動車・自動車部品株を高位にウェイト付けしたポート

フォリオで運用しました。投資行動としては、個別の業績動向を勘案し、半導体・半導体製造装置株を高位に維持す

る一方、ソフトウェア・サービス株を一部売却し、ウェイトを引下げました。また、コミュニケーション・サービス

株のウェイト引下げや資本財・サービス株の売却を実施しました。 

株式組入比率は、概ね高位を維持しました。組入外貨建資産につきましては、運用の基本方針に則り、為替ヘッジ

は行いませんでした。 
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次世代モビリティオープン（為替ヘッジなし） 

  
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けて

おりません。右記のグラフは、基準価額と参考指数の騰落

率の対比です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
当期の分配金につきましては、分配方針に則り、分配可能額、基準価額水準等を勘案して、以下のとおりといたし

ました。なお、収益分配に充てなかった留保益につきましては、運用の基本方針と同一の運用を行います。 

 

 （単位：円、１万口当たり・税引前） 

項 目 
第８期 

2025年３月11日～ 
2026年３月10日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 16,566   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 

（注） 参考指数は、MSCI オール・カントリー・ワールド・インデッ

クス（配当込み）〔円換算後〕です。 
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次世代モビリティオープン（為替ヘッジなし） 

  
（投資環境） 

今後の世界株式市場は、高値圏で変動の大きい展開になると予想します。米国でインフレの鈍化が足踏みし、イ

ラン情勢の緊迫化により商品市況の上昇が懸念されるなか、米国の金融政策は当面、金利据え置きが意識され、金融

緩和期待は抑制されると考えます。一方、企業業績は総じて底堅く、急激な景気後退には至らない見通しです。リス

ク要因としては、中東地域の紛争長期化や、信用・流動性不安の顕在化を下振れ要因として注視いたします。 

モビリティ関連については、ＥＶ販売は補助金縮小や高金利の影響で鈍化傾向が続く一方、商用ＥＶの普及や充

電網の整備進展が下支えとなり、中長期的には緩やかに拡大すると想定します。 

 

（運用方針） 

＜次世代モビリティオープン（為替ヘッジなし）＞ 

次世代モビリティマザーファンドを通じて、人・モノの移動に関連する幅広い分野で新規性・成長性の高い事業

に取り組み、事業の実現性や収益成長が見込まれる銘柄に投資し、投資信託財産の成長を目指して運用を行います。

次世代モビリティマザーファンドの受益証券組入れは、高位に維持する方針です。実質組入外貨建資産については、

運用の基本方針に則り、為替ヘッジは行わない方針です。 

 

○次世代モビリティマザーファンド 

ＴＣＷインベストメント・マネジメント・カンパニーからの投資助言を参考に、投資環境や業績動向などを勘案

して銘柄選別を行います。引き続き、次世代モビリティ分野の市場拡大が、成長ドライバーとなる銘柄を高位にウェ

イト付けする方針です。業種としては、半導体・半導体製造装置株や、自動車・自動車部品株を高位にウェイト付け

します。 

株式組入比率については、引き続き高位を維持する方針です。また、組入外貨建資産については、運用の基本方針

に則り、為替ヘッジは行わない方針です。 
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次世代モビリティオープン（為替ヘッジなし） 

○１万口当たりの費用明細 (2025年３月11日～2026年３月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 448  1.804  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (273)  (1.100)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (164)  (0.660)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 11)  (0.044)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.014   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  3)  (0.014)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 7   0.029   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  4)  (0.015)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  3)  (0.013)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.001)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 459   1.847    

期中の平均基準価額は、24,845円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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次世代モビリティオープン（為替ヘッジなし） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.83％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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次世代モビリティオープン（為替ヘッジなし） 

○売買及び取引の状況 (2025年３月11日～2026年３月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
次世代モビリティマザーファンド － － 944,412 2,693,000 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2025年３月11日～2026年３月10日) 

 

項 目 
当 期 

次世代モビリティマザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 3,632,407千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 12,207,184千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.29   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年３月11日～2026年３月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2026年３月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

次世代モビリティマザーファンド 4,277,586 3,333,174 10,486,498 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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次世代モビリティオープン（為替ヘッジなし） 

○投資信託財産の構成 (2026年３月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

次世代モビリティマザーファンド 10,486,498 97.0 

コール・ローン等、その他 321,200 3.0 

投資信託財産総額 10,807,698 100.0 
 

（注）評価額の単位未満は切捨て。 

（注）次世代モビリティマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（12,053,180千円）の投資信託財産総額（12,349,099千円）

に対する比率は97.6％です。 

（注）外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算レートは１米ドル＝

157.73円、１ユーロ＝183.33円、１香港ドル＝20.17円、１韓国ウォン＝0.1073円です。 
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次世代モビリティオープン（為替ヘッジなし） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年３月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 10,807,698,095   

 コール・ローン等 321,194,081   

 次世代モビリティマザーファンド(評価額) 10,486,498,787   

 未収利息 5,227   

(B) 負債 113,799,272   

 未払解約金 11,293,653   

 未払信託報酬 101,761,082   

 その他未払費用 744,537   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,693,898,823   

 元本 4,025,346,271   

 次期繰越損益金 6,668,552,552   

(D) 受益権総口数 4,025,346,271口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 26,566円 
 

（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、2.6566円です。

（注） 当ファンドの期首元本額は5,047,750,051円、期中追加設定元

本額は102,960,706円、期中一部解約元本額は1,125,364,486円

です。 
 

○損益の状況 (2025年３月11日～2026年３月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 921,485   

 受取利息 921,485   

(B) 有価証券売買損益 2,289,360,445   

 売買益 2,660,464,485   

 売買損 △  371,104,040   

(C) 信託報酬等 △  198,492,535   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,091,789,395   

(E) 前期繰越損益金 2,144,034,376   

(F) 追加信託差損益金 2,432,728,781   

 (配当等相当額) (    693,633,617)  

 (売買損益相当額) (  1,739,095,164)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 6,668,552,552   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 6,668,552,552   

 追加信託差損益金 2,432,728,781   

 (配当等相当額) (    693,747,062)  

 (売買損益相当額) (  1,738,981,719)  

 分配準備積立金 4,235,823,771   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額分を

いいます。 

（注）収益分配金 

決算期 第８期 

(a) 配当等収益(費用控除後) 92,897,677円 

(b) 有価証券等損益額(費用控除後、繰越欠損金補填後) 1,685,536,002円 

(c) 信託約款に規定する収益調整金 2,432,728,781円 

(d) 信託約款に規定する分配準備積立金 2,457,390,092円 

 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 6,668,552,552円 

 分配対象収益(１万口当たり) 16,566円 

 分配金額 0円 

 分配金額(１万口当たり) 0円 
 

 
 

<お知らせ> 
・投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、投資信託約款の記載変更を行いました。（実施日：2025年４月１日） 

2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書については書面交付を原則としていた規定が変更されま

した。本件により、デジタル化の推進を通じて顧客の利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティへ

の貢献に繋がるものと捉えております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法での情報提供を進めてまいります。 
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次世代モビリティマザーファンド 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

MSCI オール・カントリー・ 
ワールド・インデックス 
（配当込み）〔円換算後〕 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

 
期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

 円 ％ ポイント ％ ％ ％ ％ 百万円 

４期(2022年３月10日) 17,201 3.1 170,240.8467 10.5 94.6 － － 19,440 

５期(2023年３月10日) 18,674 8.6 189,687.4346 11.4 96.9 － － 15,870 

６期(2024年３月11日) 25,130 34.6 258,529.7588 36.3 95.3 － － 16,805 

７期(2025年３月10日) 24,676 △ 1.8 292,240.5389 13.0 96.5 － 0.6 12,683 

８期(2026年３月10日) 31,461 27.5 379,799.0134 30.0 94.3 － 2.0 12,349 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み）〔円換算後〕は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではあり

ません。 

MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み）〔円換算後〕は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電

信売買相場の当日（東京）の仲値）を乗じて当社が算出しております。（以下同じ。） 

（注） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

MSCI指数はMSCI Inc.が算出している指数です。同指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。また

MSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 
 

 

  

次世代モビリティマザーファンド 

第８期 運用状況のご報告 

決算日：2026年３月10日 
 
当ファンドの仕組みは次の通りです。 

運 用 方 針 
主として、日本を含む世界の取引所上場株式（上場予定、ＤＲ（預託証券）を含みます。）のなかから、

次世代モビリティに関連する企業の株式に投資を行い、投資信託財産の成長を目指して運用を行います。 

主要投資対象 日本を含む世界の取引所上場株式（上場予定、ＤＲ（預託証券）を含みます。）を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
株式（新株引受権証券および新株予約権証券を含みます。）への投資割合には制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 
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次世代モビリティマザーファンド 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

MSCI オール・カントリー・ 
ワールド・インデックス 
（配当込み）〔円換算後〕 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

 騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ ％ 

2025年３月10日 24,676 － 292,240.5389 － 96.5 － 0.6 

３月末 23,419 △ 5.1 289,341.5347 △ 1.0 95.7 － 1.9 

４月末 22,637 △ 8.3 276,916.9901 △ 5.2 94.5 － 2.4 

５月末 25,186 2.1 296,754.6065 1.5 93.7 － 2.1 

６月末 26,957 9.2 310,898.0918 6.4 95.3 － 2.1 

７月末 29,030 17.6 327,934.2055 12.2 94.8 － 2.0 

８月末 29,486 19.5 330,608.3461 13.1 94.7 － 1.9 

９月末 30,568 23.9 344,059.8934 17.7 95.1 － 1.9 

10月末 32,173 30.4 365,357.2310 25.0 93.9 － 1.7 

11月末 31,734 28.6 370,171.1972 26.7 92.7 － 1.8 

12月末 32,734 32.7 377,851.9238 29.3 93.2 － 1.7 

2026年１月末 32,683 32.4 381,832.9609 30.7 93.9 － 1.8 

２月末 33,214 34.6 390,955.0242 33.8 94.3 － 1.9 

(期  末)        

2026年３月10日 31,461 27.5 379,799.0134 30.0 94.3 － 2.0 
 

（注） 騰落率は期首比。 
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次世代モビリティマザーファンド 

  

  

  
（注） 参考指数は、MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み）〔円換算後〕です。 

（注） 参考指数は、期首（2025年３月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

 

○○基基準準価価額額のの主主なな変変動動要要因因  
当ファンドにおける主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。 

 

（（主主ななププララスス要要因因））  

・ＡＩ投資需要の増大で業績成長が続くことが見込まれる半導体関連株や、トランプ米政権の関税政策によるコス

ト増加を過度に懸念した反動などから自動車・自動車部品株の上昇などがプラスに寄与しました。 

・個別銘柄では、エヌビディアやテスラ、アルファベットなどの上昇がプラスに寄与しました。 

 

（（主主ななママイイナナスス要要因因））  

・生成ＡＩの進化により、従来のソフトウェア産業のビジネスモデルが代替されるとの警戒から、ソフトウェア・

サービス株の下落などがマイナスに影響しました。 

・個別銘柄では、シノプシスやモービルアイ・グローバルなどの下落がマイナスに影響しました。 
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次世代モビリティマザーファンド 

  
世界の株式市場は、2025年４月にかけて米国のインフレ高止まりやトランプ米政権の追加関税発表への警戒から

下落しましたが、その後は企業業績の底堅さや米利下げ観測を背景に上昇基調へ転じました。９月以降もＡＩ関連

需要や米利下げ実施、半導体大手の好決算が相場を牽引し、テクノロジー株を中心に堅調に推移しました。しかし

2026年に入ると、生成ＡＩの新技術公表を背景に「ＳａａＳがＡＩに代替される」との懸念が強まり、ソフトウェ

ア・サービス企業が軒並み下落しました。これに加え、地政学リスクの高まりや一部プライベート・ファンドの解約

停止などによる不透明感から、弱含みの展開となりました。 

為替市場では、米利下げ観測の後ずれから米ドル高・円安の動きとなる中、2025年４月に入り、トランプ米政権の

関税政策を巡るリスク回避で一時的に急速な米ドル安・円高となりました。その後、米経済指標の堅調さや日銀の利

上げ後ずれ観測、日本の財政拡張懸念などを背景に、再び米ドル高・円安基調が強まりました。12月には日米の金融

政策決定や介入警戒感から乱高下する場面も見られましたが、2026年に入り、当局によるレートチェック報道を受

けて、一時的に急速に米ドル安・円高となりました。その後、日銀の追加利上げ期待の後退や中東情勢の緊迫化を背

景に、再び米ドル高・円安が進みました。 

 

  
当ファンドは、主として日本を含む世界の取引所上場株式（ＤＲ（預託証券）を含みます。）から、次世代モビリ

ティに関連する企業に投資を行います。また、ＴＣＷインベストメント・マネジメント・カンパニーからの投資助言

を参考に、投資環境や業績動向などを勘案して銘柄選別を行います。 

運用状況につきましては、半導体・半導体製造装置株や自動車・自動車部品株を高位にウェイト付けしたポート

フォリオで運用しました。投資行動としては、個別の業績動向を勘案し、半導体・半導体製造装置株を高位に維持す

る一方、ソフトウェア・サービス株を一部売却し、ウェイトを引下げました。また、コミュニケーション・サービス

株のウェイト引下げや資本財・サービス株の売却を実施しました。 

株式組入比率は、概ね高位を維持しました。組入外貨建資産につきましては、運用の基本方針に則り、為替ヘッジ

は行いませんでした。 

 

  
（（投投資資環環境境））  

今後の世界株式市場は、高値圏で変動の大きい展開になると予想します。米国でインフレの鈍化が足踏みし、イ

ラン情勢の緊迫化により商品市況の上昇が懸念されるなか、米国の金融政策は当面、金利据え置きが意識され、金融

緩和期待は抑制されると考えます。一方、企業業績は総じて底堅く、急激な景気後退には至らない見通しです。リス

ク要因としては、中東地域の紛争長期化や、信用・流動性不安の顕在化を下振れ要因として注視いたします。 

モビリティ関連については、ＥＶ販売は補助金縮小や高金利の影響で鈍化傾向が続く一方、商用ＥＶの普及や充

電網の整備進展が下支えとなり、中長期的には緩やかに拡大すると想定します。 

 

（（運運用用方方針針））  

ＴＣＷインベストメント・マネジメント・カンパニーからの投資助言を参考に、投資環境や業績動向などを勘案

して銘柄選別を行います。引き続き、次世代モビリティ分野の市場拡大が、成長ドライバーとなる銘柄を高位にウェ

イト付けする方針です。業種としては、半導体・半導体製造装置株や、自動車・自動車部品株を高位にウェイト付け

します。 

株式組入比率については、引き続き高位を維持する方針です。また、組入外貨建資産については、運用の基本方針

に則り、為替ヘッジは行わない方針です。 
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次世代モビリティマザーファンド 

○１万口当たりの費用明細 (2025年３月11日～2026年３月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 売 買 委 託 手 数 料 4  0.014  (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (4)  (0.014)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (0)  (0.000)   

（b） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (b)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (0)  (0.000)   

（c） そ の 他 費 用 5   0.016   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (4)  (0.015)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） (0)  (0.001)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 9   0.030    

期中の平均基準価額は、29,151円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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次世代モビリティマザーファンド 

○売買及び取引の状況 (2025年３月11日～2026年３月10日) 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 
内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 － － 62 128,258 

外 

国 

 百株 千米ドル 百株 千米ドル 
アメリカ 6 264 2,006 22,015 
 (24) (905) (   72) (  2,344)

ユーロ 千ユーロ 千ユーロ 
 ドイツ 35 389 116 401 
 オランダ － － 81 181 

 
（注） 金額は受渡代金。 

（注） 単位未満は切捨て。 

（注） ( )内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

外 
国 

アメリカ 口 千米ドル 口 千米ドル  
 AMERICAN TOWER CORP 6,100 1,283 － －  

 
（注） 金額は受渡代金。 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2025年３月11日～2026年３月10日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 3,632,407千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 12,207,184千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.29   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年３月11日～2026年３月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

  

株式 

投資信託証券 
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次世代モビリティマザーファンド 

○組入資産の明細 (2026年３月10日現在) 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株    数 株    数 評  価  額 

 千株 千株 千円 

電気機器（－％）    

ニデック 62 － － 

輸送用機器（100.0％）    

デンソー 100 100 200,700 

合 計 
株 数 ・ 金 額 162 100 200,700 

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 2 1 ＜1.6％＞ 
 
（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。 

（注） 合計欄の＜ ＞内は、純資産総額に対する評価額の比率。 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

  

国内株式 
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次世代モビリティマザーファンド 

 

 

銘              柄 
期首(前期末) 当 期 末 

業   種   等 
株  数 株  数 

評    価    額 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(アメリカ) 百株 百株 千米ドル 千円  

CORNING INC 80 － － － テクノロジー・ハードウェアおよび機器 

EATON CORP PLC 160 135 4,777 753,514 資本財 

FORD MOTOR CO 1,600 1,332 1,623 256,107 自動車・自動車部品 

GENERAL MOTORS CO 520 435 3,249 512,467 自動車・自動車部品 

JABIL INC 30 － － － テクノロジー・ハードウェアおよび機器 

TAIWAN SEMICONDUCTOR-SP ADR 30 11 383 60,500 半導体・半導体製造装置 

MAGNA INTERNATIONAL INC 420 345 1,994 314,583 自動車・自動車部品 

TE CONNECTIVITY PLC 230 193 3,980 627,833 テクノロジー・ハードウェアおよび機器 

ITT INC 30 － － － 資本財 

APTIV PLC 280 231 1,682 265,433 自動車・自動車部品 

UBER TECHNOLOGIES INC 460 379 2,798 441,413 運輸 

COHERENT CORP 40 － － － テクノロジー・ハードウェアおよび機器 

AMAZON.COM INC 180 147 3,138 495,004 一般消費財・サービス流通・小売り 

ANALOG DEVICES INC 135 108 3,452 544,620 半導体・半導体製造装置 

ANSYS INC 72 － － － ソフトウェア・サービス 

ALPHABET INC-CL A 380 169 5,177 816,644 メディア・娯楽 

MARVELL TECHNOLOGY INC 50 － － － 半導体・半導体製造装置 

MICROCHIP TECHNOLOGY INC 200 176 1,144 180,443 半導体・半導体製造装置 

NVIDIA CORP 490 370 6,758 1,065,947 半導体・半導体製造装置 

QUALCOMM INC 210 165 2,278 359,437 半導体・半導体製造装置 

TRIMBLE INC 64 － － － ソフトウェア・サービス 

GENTEX CORP 480 431 937 147,860 自動車・自動車部品 

ON SEMICONDUCTOR 580 489 2,896 456,840 半導体・半導体製造装置 

SYNOPSYS INC － 12 545 85,996 ソフトウェア・サービス 

MICROSOFT CORP 137 103 4,216 665,135 ソフトウェア・サービス 

APPLE INC 100 78 2,027 319,728 テクノロジー・ハードウェアおよび機器 

VISTEON CORP 200 145 1,331 210,000 自動車・自動車部品 

NXP SEMICONDUCTORS NV 210 171 3,509 553,596 半導体・半導体製造装置 

TESLA INC 190 148 5,900 930,680 自動車・自動車部品 

AMBARELLA INC 220 167 889 140,291 半導体・半導体製造装置 

CREDO TECHNOLOGY GROUP HOLDI 90 － － － 半導体・半導体製造装置 

MOBILEYE GLOBAL INC-A 1,100 980 786 124,124 自動車・自動車部品 

小 計 
株 数 ・ 金 額 8,968 6,920 65,480 10,328,206  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 31 24 － ＜83.6％＞  

(ユーロ…ドイツ)   千ユーロ   

VOLKSWAGEN AG 115 150 1,339 245,570 自動車・自動車部品 

INFINEON TECHNOLOGIES AG 840 724 2,819 516,986 半導体・半導体製造装置 

小 計 
株 数 ・ 金 額 955 874 4,159 762,557  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 2 2 － ＜6.2％＞  

(ユーロ…オランダ)      

STMICROELECTRONICS NV 650 569 1,574 288,743 半導体・半導体製造装置 

小 計 
株 数 ・ 金 額 650 569 1,574 288,743  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 1 1 － ＜2.3％＞  

ユ ー ロ 計 
株 数 ・ 金 額 1,605 1,443 5,734 1,051,300  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 3 3 － ＜8.5％＞   

外国株式 
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次世代モビリティマザーファンド 

 

銘              柄 
期首(前期末) 当 期 末 

業   種   等 
株  数 株  数 

評    価    額 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(韓国) 百株 百株 千韓国ウォン 千円  
LG CHEM LTD 22 22 660,000 70,818 素材 

小 計 
株 数 ・ 金 額 22 22 660,000 70,818  
銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 1 1 － ＜0.6％＞  

合 計 
株 数 ・ 金 額 10,595 8,385 － 11,450,324  
銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 35 28 － ＜92.7％＞  

 
（注） 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 邦貨換算金額欄の＜ ＞内は、純資産総額に対する各国別株式評価額の比率。 

（注） 株数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

 

 

銘         柄 

期首(前期末) 当 期 末 

口   数 口   数 
評    価    額 

比   率 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(アメリカ) 口 口 千米ドル 千円 ％ 

AMERICAN TOWER CORP 2,400 8,500 1,586 250,229 2.0 

合 計 
口  数 ・ 金  額 2,400 8,500 1,586 250,229  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 1 1 － ＜2.0％＞  
 
（注） 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 邦貨換算金額欄の＜ ＞内は、純資産総額に対する各国別投資信託証券評価額の比率。 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2026年３月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

株式 11,651,024 94.3 

投資証券 250,229 2.0 

コール・ローン等、その他 447,846 3.7 

投資信託財産総額 12,349,099 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

（注） 当期末における外貨建純資産（12,053,180千円）の投資信託財産総額（12,349,099千円）に対する比率は97.6％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算レートは１米ドル＝

157.73円、１ユーロ＝183.33円、１香港ドル＝20.17円、１韓国ウォン＝0.1073円です。 

 

 

外国投資信託証券 
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次世代モビリティマザーファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年３月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 12,349,099,529   

 コール・ローン等 434,971,860   

 株式(評価額) 11,651,024,788   

 投資証券(評価額) 250,229,181   

 未収配当金 12,872,151   

 未収利息 1,549   

(B) 負債 0   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 12,349,099,529   

 元本 3,925,234,676   

 次期繰越損益金 8,423,864,853   

(D) 受益権総口数 3,925,234,676口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 31,461円 
 

（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、3.1461円です。

（注） 当ファンドの期首元本額は5,139,816,744円、期中追加設定元

本額は16,326,912円、期中一部解約元本額は1,230,908,980円

です。 

（注） 当親ファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額は、以

下の通りです。 

次世代モビリティオープン（為替ヘッジなし） 

 3,333,174,021円

次世代モビリティオープン（為替ヘッジあり） 

 592,060,655円

○損益の状況 (2025年３月11日～2026年３月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 137,676,481   

 受取配当金 124,093,072   

 受取利息 13,572,515   

 その他収益金 10,894   

(B) 有価証券売買損益 3,046,378,265   

 売買益 3,530,407,432   

 売買損 △  484,029,167   

(C) その他費用等 △    2,101,886   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 3,181,952,860   

(E) 前期繰越損益金 7,543,229,925   

(F) 追加信託差損益金 18,673,088   

(G) 解約差損益金 △2,319,991,020   

(H) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 8,423,864,853   

 次期繰越損益金(Ｈ) 8,423,864,853   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額分を

いいます。 

（注） 損益の状況の中で(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、

元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 

 

 

 
 

 

<お知らせ> 
・投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、投資信託約款の記載変更を行いました。（実施日：2025年４月１日） 
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